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平成20年3月 

那 珂 市  

●
市
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
次
に
掲
げ
る
３
つ
を
基
本
理
念
と
し

て
設
定
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
を
初
年
度
と
し
、

２０

平
成　

年
度
ま
で
の
今
後　

年
間
の
総
合
的

２９

１０

な
市
政
運
営
の
指
針
と
な
る
「
第
１
次
那
珂

市
総
合
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　　

新
総
合
計
画
で
は
、
那
珂
市
の
将
来
像
を

「
人
に
や
さ
し
く
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
」と

定
め
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
３
つ
の
基
本
理

念
（
下
記
）
を
基
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

計
画
実
現
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
が
、

ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
・
自
主
的
に
参
画
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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豊
か
な
心
を
育
む
教
育
施
策
や
、
心
に
う
る
お
い
と
ゆ
と
り
を
も

た
ら
す
文
化
施
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
の
活
力
を
支
え
る
産
業

や
観
光
の
振
興
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
い
き
い

き
と
暮
ら
し
、
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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防
災
・
防
犯
対
策
、
生
活
基
盤
の
整
備
、
自
然
環
境
の
保
全
、
子

育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
施
策
、
保
健
・
医
療
施
策
な
ど
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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市
民
と
行
政
が
情
報
を
共
有
し
、
市
民
が
自
主
的
に
参
画
で
き
る

し
く
み
づ
く
り
や
、
活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
・
活
性
化
を
図
り
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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広報なか７月号３

●
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
各
分
野
に
お
け
る
施
策
の
指
針

と
し
て
「
施
策
の
大
綱
」
を
設
定
し
、
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
施
策
を
展
開
し
ま
す
。
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総
合
計
画
書
は
次
の
場
所
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
貸
出
ま
た
は
閲
覧
が
可
能
で
す
。

●
貸
出
お
よ
び
閲
覧

　

市
企
画
課
（
市
役
所
４
階
）

●
閲
覧
の
み

瓜
連
支
所
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
し

の
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り
、
総

合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
、
市
立
図
書
館

�
�
�
�
�

計画期間：10年間 
 （平成20年度～29年度） 

計画期間：3年間 
 （毎年度ローリングで策定） 

計画期間：5年間 
  （前期：平成20年度～24年度） 
  （後期：平成25年度～29年度） 

基本構想 

実施計画 

基本計画 
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４

平成２０年第２回那珂市議会定例

会が、６月３日から１３日までの

１１日間の会期で開催されまし

た。市長提出議案は、報告が１３

件、平成２０年度補正予算が１件、

その他が５件、合わせて１９件で

す。審議の結果、全議案につい

て原案のとおり可決されまし

た。

■
広
報
活
動

　

５
月　

日
、
第　

回
茨
城
県
市
町
村
広

１２

５３

報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、「
広
報
な
か
」

平
成　

年
８
月
号
が
組
み
写
真
の
部
で
入

１９

選
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
に

読
み
や
す
く
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
の
作
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
那
珂
市
民
便
利
帳
の
発
行　

　

市
民
生
活
に
必
要
な
情
報
を
ま
と
め
た

「
那
珂
市
民
便
利
帳
」
を
、
民
間
事
業
者
と

協
力
し
て
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
５
月

９
日
「
協
働
発
行
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
市
が
行
政

情
報
を
事
業
者
に
提
供
し
、
事
業
者
が
発

行
や
配
布
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
市

の
経
費
を
負
担
せ
ず
に
地
域
情
報
を
盛
り

込
ん
だ
市
民
サ
イ
ド
に
立
っ
た
見
や
す
い

情
報
提
供
を
図
る
も
の
で
す
。

■
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
に
当
た
り
、
市
の
取
り
組
み
方

針
や
市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
の
あ
り
方

な
ど
を
検
討
す
る
た
め
、
市
民
、
学
識
経

験
者
、
市
民
活
動
団
体
の
代
表
お
よ
び
市

職
員
で
構
成
す
る
「
那
珂
市
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
現
在
、

委
員
を
公
募
中（
現
在
は
募
集
終
了
）で
す
。

ま
た
、
庁
内
に
お
け
る
調
査
研
究
お
よ
び

連
絡
調
整
を
行
う
た
め
、
関
係
課
長
で
構

成
す
る
「
那
珂
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
連
絡
会
議
」を
併
せ
て
設
置
し
ま
し
た
。

■
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

　

男
女
が
互
い
に
認
め
あ
い
、
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社

会「 
男 
と 
女 
が
と
も
に
輝
け
る
ま
ち
」の
実

ひ
と 

ひ
と

現
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
那
珂
市

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
３
月
に
策
定
し
、

市
内
全
世
帯
に
概
要
版
を
配
布
し
ま
し
た
。

■
消
防
業
務

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
に

つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
１
日
に
本
米
崎
、

額
田
、
五
台
、
戸
多
、
芳
野
お
よ
び
木
崎

の
各
小
学
校
に
設
置
し
、
市
内
の
公
共
施

設
に
は
合
計　

台
の
設
置
と
な
り
ま
し
た
。

２０

　

消
防
訓
練
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事

業
所
や
学
校
等
を
対
象
に　

回
行
い
、
３

２６

７
４
４
人
が
参
加
し
、
防
火
防
災
知
識
の

習
得
と
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
普
通
救
命
講
習
会
は
８
回
行

い
２
１
３
人
が
修
了
し
、
応
急
手
当
の
普

及
に
努
め
ま
し
た
。

　

２
月　

日
か
ら
５
月　

日
ま
で
の
火
災

１５

１５

出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
物
が
５

件
、
そ
の
他
が
８
件
、
合
計　

件
。
救
急

１３

出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
病
が
２

４
０
件
、
交
通
事
故
が　

件
、
そ
の
他
が

５７

１
２
６
件
、
合
計
４
２
３
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

那
珂
市
消
防
団
本
部
女
性
消
防
部　

人
１６

の
入
団
式
が
、
４
月　

日
市
消
防
本
部
で

２０

行
わ
れ
、
災
害
時
の
救
護
活
動
や
防
火
指

導
、
応
急
手
当
指
導
な
ど
に
当
た
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

■
那
珂
市
歯
科
医
師
会
と
の
災
害
時
協
力

協
定
の
締
結

　

災
害
時
に
お
け
る
歯
科
医
療
救
護
を
円

滑
に
行
う
た
め
、
那
珂
市
歯
科
医
師
会
と

「
災
害
時
の
歯
科
医
療
救
護
活
動
に
関
す

る
協
定
」を
４
月　

日
に
締
結
し
ま
し
た
。

１１

■
暴
力
団
等
の
排
除
に
関
す
る
協
定
の
締
結

　

市
の
公
共
施
設
や
市
営
住
宅
、
建
設
工

事
等
か
ら
暴
力
団
等
を
排
除
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
那
珂
警
察
署
長
と
「
那
珂
市
公

共
施
設
か
ら
の
暴
力
団
等
排
除
に
関
す
る

協
定
」、「
那
珂
市
営
住
宅
に
お
け
る
暴
力

団
員
排
除
に
関
す
る
協
定
」
お
よ
び
「
那

珂
市
建
設
工
事
等
か
ら
の
暴
力
団
等
排
除

に
関
す
る
協
定
」
を
４
月　

日
に
締
結
し

２２

ま
し
た
。

■
那
珂
市
土
地
開
発
公
社

　

平
成　

年
度
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
事

１９

業
報
告
お
よ
び
決
算
な
ら
び
に
平
成　

年
２０

度
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
事
業
計
画
お
よ

び
予
算
に
つ
き
ま
し
て
、
地
方
自
治
法
第

２
２
１
条
第
３
項
、
公
有
地
の
拡
大
の
推

進
に
関
す
る
法
律
第　

条
第
２
項
お
よ
び

１８

第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

■
杉
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　

人
の
地
権
者
と
用
地
買
収
契
約
を
締

１３
結
し
、
道
路
改
良
工
事
（
L
＝
３
６
１ ｍ
）

お
よ
び
街
づ
く
り
推
進
業
務
委
託
を
５
月

に
発
注
し
ま
し
た
。

■
都
市
計
画
道
路
瓜
連
駅
南
停
車
場
線
お

よ
び
西
室
家
中
道
線
街
路
整
備
事
業

　

７
月
中
旬
の
供
用
開
始
に
向
け
施
工
中

で
す
。

■
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

　

１
人
の
地
権
者
と
建
物
移
転
補
償
契
約

を
締
結
し
、
道
路
改
良
工
事
（
L
＝　
 ｍ

）

６２

を
５
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業

　

杉
原
地
区
（
第
１
工
区
）
の
汚
水
管
布

小宅市長による行政報告

第２回定例会

議 会
市
長
行
政
概
要
報
告（
一
部
編
集
）



広報なか７月号５

設
工
事
お
よ
び
配
水
管
布
設
替
実
施
設
計

業
務
委
託
を
５
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業

　

戸
崎
、
西
木
倉
、
門
部
、
神
崎
額
田
お

よ
び
戸
多
北
部
各
地
区
処
理
施
設
の
維
持

管
理
業
務
委
託
な
ら
び
に
神
崎
額
田
地
区

汚
泥
減
量
化
施
設
の
維
持
管
理
業
務
委
託

を
４
月
に
、
鴻
巣
地
区
管
路
・
処
理
施
設

の
全
体
実
施
設
計
業
務
委
託
お
よ
び
鴻
巣

地
区
管
路
施
設
の
実
施
設
計
業
務
委
託
を

５
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
木
崎
学
童
保
育
所
の
開
所

　

木
崎
学
童
保
育
所
が
３
月　

日
に
オ
ー

２３

プ
ン
し
、
す
べ
て
の
小
学
校
区
に
学
童
保

育
所
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月

か
ら
菅
谷
学
童
保
育
所
の
運
営
を
保
護

者
、
指
導
員
お
よ
び
協
力
者
に
よ
り
組
織

さ
れ
た「
菅
谷
学
童
保
育
所
運
営
委
員
会
」

に
業
務
委
託
し
ま
し
た
。

■
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行

　

妊
娠
中
の
女
性
や
未
就
学
児
を
持
つ
保

護
者
を
対
象
に
、
出
生
か
ら
就
学
ま
で
に

必
要
な
手
続
き
や
制
度
の
概
要
な
ど
を
ま

と
め
た
「
な
か
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

は
、
幼
稚
園
お
よ
び
保
育
所
を
と
お
し
て

保
護
者
に
配
布
す
る
ほ
か
、
こ
ど
も
課
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
つ
ぼ
み
」、
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
お
よ

び
瓜
連
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
学
齢
児
童
医
療
福
祉
費
助
成
事
業
（
学

齢
児
童
マ
ル
福
）

　

小
学
校
に
在
学
中
の
児
童
を
対
象
に
、

入
院
時
の
保
険
適
用
分
医
療
費
の
う
ち
自

己
負
担
額
を
除
い
た
額
を
助
成
す
る
学
齢

児
童
医
療
福
祉
費
助
成
事
業
を
４
月
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。

■
し
ど
り
の
湯
保
養
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

　

４
月
１
日
か
ら
、
新
た
に
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
し
ま
し
た
「
し
ど
り
の
湯

保
養
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
４
月
利
用
者
数
が
前
年
対
比　

％
２８

の
増
加
と
な
り
、
５
月
に
お
い
て
も　

％
５８

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
八
重
桜
ま
つ
り
事
業

　

静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
に
お
い
て
「
八
重

桜
ま
つ
り
」
を
４
月　

日
か
ら
５
月
５
日

１９

ま
で
の　

日
間
、
開
催
し
ま
し
た
。
４
月

１７

　

日
、　

日
、　

日
の
３
日
間
は
、
地
場

２０

２６

２７

特
産
品
の
各
種
販
売
や
常
陸
秋
そ
ば
の
手

打
ち
実
演
販
売
、
夢
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
実
行
委

員
会
の
灯
ろ
う
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、
各
種
団
体
に

よ
る
芸
能
発
表
な
ど
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

を
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
八
重
桜
ま
つ
り
の
来
園
者
数
は

８
万
９
千
人
で
、
昨
年
を
７
千
人
上
回
り

ま
し
た
。

■
県
央
地
域
首
長
懇
話
会
自
治
体
Ｐ
Ｒ
の

実
施

　

４
月　

日
、「
八
重
桜
ま
つ
り
」開
会
式
に

２７

お
い
て
那
珂
市
を
は
じ
め
県
央
地
域
９
市

町
村
の
首
長
等
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
や
特

産
品
な
ど
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

■
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
情
報
交
換
会
の
開
催

　

４
月　

日
、
静
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル
に
お
い

２７

て
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
情
報
交
換
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
今
年
１
月
に

委
嘱
さ
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
の
間
に
、
那

珂
市
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
や
活
動
状
況

等
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
社
団
法
人
那
珂
医
師
会
へ
の
庁
舎
一
部

の
貸
し
付
け

　

庁
舎
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
を
図

る
た
め
、
５
月
１
日
、
瓜
連
支
所
分
庁
舎

２
階
の
一
部
を
、
社
団
法
人
那
珂
医
師
会

に
貸
し
付
け
ま
し
た
。

　

平
成　

年
６
月
３
日

２０

　
　
　
　

那
珂
市
長　

小　

宅　

近　

昭

Assem
bly

◆工事請負契約の締結について

良好な文化・学習環境を整備するため、コミュニティセ
ンターの新築を行うものです。
契　約　の　目　的　（仮称）一中学区コミュニティセンター

新築工事
契　約　の　方　法　一般競争入札による契約
契　約　の　金　額　３１５，０００，０００円
契約の相手方　茨城県日立市多賀町２－１０－７
　　　　　　　岡部・浅川特定建設工事共同企業体
　　　　　　　共同企業体代表者　
　　　　　　　株式会社　岡部工務店　
　　　　　　　代表取締役　小林　博

　 可決された議案から

◆報告（専決処分を含む）

市税条例の一部を改正する条例／市都市計画税条例の一
部を改正する条例／市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例／平成１９年度市一般会計補正予算（第６号）／平
成１９年度市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算

（第５号）／平成１９年度市老人保健特別会計補正予算（第
２号）／平成１９年度市介護保険特別会計（保険事業勘定）
補正予算（第４号）／平成１９年度市一般会計繰越明許費繰
越計算書について／平成１９年度市下水道事業特別会計繰
越明許費繰越計算書について／平成１９年度市上菅谷駅前
地区土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書に
ついて／平成２０年度市国民健康保険特別会計（事業勘定）
補正予算（第１号）／総合賠償補償額の決定（門部地内）／
総合賠償補償額の決定（菅谷地内）

◆平成２０年度補正予算

平成２０年度市一般会計補正予算（第１号）
◆その他（同意を含む）

字の区域の変更について（県営門部圷・下河原地区土地改
良事業）／字の区域の変更について（地籍調査事業）／公
共用地取得について／工事請負契約の締結について／物
品売買契約の締結について

市長提出議案等（全議案可決）
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平
成　

年
４
月
１
日
付
け
の
行
政
組
織

２０

の
見
直
し
に
よ
り
、
自
主
財
源
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
よ
り
強
力
な
税
収
納
体
制

を
構
築
す
る
た
め
、
税
務
課
内
の
収
納
推

進
室
を
独
立
さ
せ
、
収
納
課
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
課
内
に
は
２
つ
の
係
を
設
置
し
、

次
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
収
納
係
】

①
市
税
等
の
収
納
率
の
向
上
対
策
に
関
す
る
こ

と
、
②
市
税
等
の
徴
収
に
関
す
る
こ
と
、
③
市

税
等
の
滞
納
整
理
に
関
す
る
こ
と
等
の
業
務
を

行
い
ま
す
。

【
管
理
係
】

①
市
税
等
の
納
付
の
確
認
に
関
す
る
こ
と
、
②

市
税
等
の
過
誤
納
金
の
還
付
、
前
納
報
奨
金
の

交
付
に
関
す
る
こ
と
、
③
口
座
振
替
納
税
の
推

進
に
関
す
る
こ
と
等
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

①【
督
促
状
の
送
付
】

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合
、
納
期
限

後　

日
以
内
に
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督
促

２０
状
１
通
に
つ
き
督
促
手
数
料
１
０
０
円
が
か
か

り
ま
す
。

②【
延
滞
金
】

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合
に
は
、
納

期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に
応

じ
、
そ
の
金
額
に
年　

・
６
％
（
最
初
の
１
か

１４

月
は　

％
）の
割
合
で
延
滞
金
を
徴
収
し
ま
す
。

４．７

③【
催
告
書
等
】

　

督
促
状
を
出
し
て
も
、
納
付
の
な
い
場
合

は
、
催
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付

の
な
い
場
合
は
差
押
等
の
滞
納
処
分
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
催
告
書
の
ほ
か
、
電
話
・
訪
問
等
に

よ
る
催
告
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

④【
納
税
相
談
】

　

滞
納
に
至
る
事
情
や
家
計
の
状
況
に
つ
い
て

お
伺
い
し
な
が
ら
、
職
員
と
一
緒
に
納
税
計
画

を
立
て
、
完
納
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
納
税
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
情
に
よ
り
一
括
納

付
ま
た
は
期
別
納
付
が
困
難
な
か
た
は
必
ず
来

庁
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤【
財
産
の
差
押
等
】

　

督
促
・
催
告
・
納
税
相
談
に
よ
っ
て
も
納
付

の
な
い
場
合
は
、
財
産
の
差
押
を
し
ま
す
。

　

差
押
の
対
象
と
な
る
財
産
と
は
、
動
産
・
債

権
（
給
与
・
預
金
・
年
金
・
生
命
保
険
契
約
・

売
掛
金
等
）・
不
動
産
・
自
動
車
等
で
す
。

　

ま
た
、
茨
城
県
内
市
町
村
が
設
立
し
た
「
※

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
」
に
事
案
を
引
き
継

ぎ
、
滞
納
処
分
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
と
は
、
県
内
全
市

町
村
で
構
成
し
、
税
の
滞
納
者
に
対
す
る
強
制

的
徴
収
を
す
る
機
関
で
す
。
納
付
意
欲
の
な
い

者
、
高
額
滞
納
し
て
い
る
者
、
長
期
間
滞
納
し

て
い
る
者
に
対
し
、
市
に
か
わ
っ
て
差
押
を

し
、
な
お
か
つ
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
公
売

な
ど
を
し
ま
す
。
納
付
す
る
能
力
が
あ
り
な
が

ら
滞
納
す
る
不
公
平
な
面
が
改
善
さ
れ
る
こ
と

と
、
市
の
財
源
確
保
に
も
力
を
発
揮
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

《平成１９年度　差押件数》

合　計給与・年金預貯金不動産

６９件２件３０件３７件

徴収金額移管件数

７，４１５，３０６円２９件

《平成１９年度
　茨城租税債権管理機構移管件数および徴収金額》

　

納
税
は
、
国
民
の
義
務
で
あ
り
、

市
の
財
政
は
基
本
的
に
市
税
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
税
の
滞
納

は
社
会
に
お
け
る
大
き
な
ル
ー
ル
違

反
で
す
。

　

収
納
課
で
収
納
す
る
市
税
等
は
、

市（
県
）民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康

保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
普
通
徴
収
分
）・
介
護
保
険
料
（
普

通
徴
収
分
）
が
あ
り
ま
す
。
定
め
ら

れ
た
納
期
限
内
に
市
税
等
を
納
め
な

い
こ
と
を
滞
納
と
い
い
ま
す
。
滞
納

に
な
っ
た
場
合
は
、
督
促
状
や
催
告

書
、
訪
問
等
に
よ
り
納
税
を
促
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付
が

な
い
場
合
に
は
、
地
方
税
法
・
国
税

徴
収
法
に
よ
り
差
押
等
の
処
分
を
行

い
ま
す
。

●
滞
納
は

 

ル
ー
ル
違
反
で
す
�



広報なか７月号７

⑥【
換
価
】

　

差
押
え
た
財
産
を
お
金
に
換
え
る
手
続
き
で

す
。

　

債
権
に
つ
い
て
は
、
第
三
債
務
者
（
債
務
者
）

が
有
し
て
い
る
滞
納
者
（
債
権
者
）
の
財
産
を
、

滞
納
者
に
代
わ
っ
て
取
立
て
を
行
い
、
換
価
し

ま
す
。

　

不
動
産
等
に
つ
い
て
は
、
入
札
ま
た
は
せ
り

売
り
に
よ
る
公
売
を
行
い
、
も
っ
と
も
高
い
価

格
で
入
札
し
た
か
た
に
売
却
し
、
換
価
し
ま

す
。

⑦【
差
押
を
解
除
す
る
に
は
】

　

差
押
は
、
滞
納
し
て
い
る
税
を
全
額
納
付
す

る
と
解
除
さ
れ
ま
す
。

⑧【
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
】

　

１
年
以
上
の
年
税
額
の
未
納
が
あ
る
場
合
に

は
、
有
効
期
間
の
短
い
短
期
保
険
証
を
交
付
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
短
期
保
険
証
該
当
者
で
、
納
税
相

談
、
指
導
に
一
向
に
応
じ
な
い
と
き
や
、
納
税

指
導
に
お
い
て
取
り
決
め
た
納
付
方
法
を
履
行

し
な
い
と
き
は
資
格
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

こ
の
場
合
、
医
療
費
を
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負

担
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

納期限が過ぎると 

茨城租税債権 
管理機構への移管 

完　納 

配　当 

換　価 

差　押 

催告書を送付 

納期限後20日以内 
督促状を送付 

○
市
役
所
か
ら
、
税
金
の
「
納
付
書
」
を
郵
便

で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
税
額
の
計
算

の
根
拠
と
な
る
も
の
も
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
納
付
書
」
を
、
納
付
書
記
載
の
金
融

機
関
の
窓
口
に
お
持
ち
に
な
り
、
納
税
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
関
東
各
都
県
お
よ
び
山
梨
県

以
外
の
地
域
の
郵
便
局
を
ご
利
用
の
際
に
は
、

全
国
の
郵
便
局
か
ら
郵
便
振
替
で
納
税
で
き
る

郵
便
局
指
定
の
用
紙
（
払
込
取
扱
票
）
を
お
送

り
し
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た
は
市
役
所

収
納
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
納
付
書
」
の
内
容
等
に
疑
問
が
あ
る
場
合

や
、
納
税
方
法
な
ど
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
場

合
な
ど
に
は
、
お
早
め
に
市
役
所
収
納
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
税
金
の
納
付
に
便
利
で
安
心
確
実

な
口
座
振
替
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
口
座
振
替

を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
税
金
の
各
納
期
に
指

定
さ
れ
た
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
通
帳
の
口
座
番
号

と
届
け
出
印
鑑
を
用
意
し
て
、
口
座
振
替
を
行

う
各
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
）
の
窓
口
で
申
し
込
み
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
市
内
の
各
金
融
機
関
、
郵
便
局
に

は
、
那
珂
市
専
用
の
口
座
振
替
依
頼
書
が
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

　

振
替
日
に
口
座
の
預
貯
金
が
不
足
し
て
い
る

と
、
振
替
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
預
貯
金
残
高
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
転
出
や
死
亡
、
取
引

金
融
機
関
の
変
更
な
ど

で
、
振
替
口
座
が
な
く

な
っ
た
り
変
更
さ
れ
た
場

合
に
は
、
必
ず
申
し
込
み

の
金
融
機
関
で
口
座
振
替

の
取
消
や
変
更
の
届
け
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
が
開
始
さ
れ

る
ま
で
に
は
、
金
融
機
関

で
の
申
し
込
み
手
続
後
、

１
〜
２
か
月
か
か
り
ま
す

の
で
余
裕
を
も
っ
て
手
続

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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問
い
合
わ
せ

収納課　�２９８－１１１１
　収納係（内線１７２・１７３）
　管理係（内線１７４・１７５）
e-mail: syuunou@city.naka.lg.jp

◆
口
座
振
替
の
注
意
点

《口座振替のできる金融機関》

○常陽銀行（本・支店）
○関東つくば銀行（本・支店）
○水戸信用金庫（本・支店）
○茨城銀行（本・支店）
○茨城県信用組合（本・支店）
○ひたちなか農業協同組合 各支店
○中央労働金庫 水戸支店
○ゆうちょ銀行・郵便局

○
納
税
に
は
「
口
座
振
替
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。



８

　

近
年
、 
鳥 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
５
Ｎ

※
１

１
）
が
鳥
か
ら
人
に
感
染
す
る
事
例
が
数

多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
鳥
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
変
異
し
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
や
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
い
つ
、
ど
こ
で
出
現
す
る
の
か
、
だ

れ
に
も
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

人
間
界
に
と
っ
て
は
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
で

ヒ
ト
は
免
疫
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
容
易
に

ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
感
染
し
て
広
が
り
、
急

速
な
世
界
的
流
行
（ 
パ 
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
を

※
２

起
こ
す
危
険
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
例
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
風
邪

（
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）（
１
９

１
８
〜
１
９
１
９
年
）
が
あ
り
ま
す
。
世

界
で
は
人
口
の
約
３
割
が
感
染
し
、
４
０

０
０
万
人
が
死
亡
し
た
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
で
も
２
３
０
０
万
人
が
感
染

し
、　

万
人
が
死
亡
し
た
と
記
録
さ
れ
て

３９

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
流
行
が
起

こ
る
と
多
く
の
人
が
感
染
し
、
医
療
機
関

は
患
者
で
あ
ふ
れ
か
え
り
、
国
民
生
活
や

社
会
機
能
の
維
持
に
必
要
な
人
材
の
確
保

が
困
難
に
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
な
問

題
が
生
じ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
は
ど
の
よ
う
に
発
生
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
な
る
に

は
、
２
通
り
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が

ヒ
ト
や
鳥
類
の
体
内
で
変
異
す
る
場
合

と
、
も
う
一
つ
は
、
ヒ
ト
や
ブ
タ
に
、
ヒ

ト
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
同
時
に
感
染

し
、
体
内
で
混
ざ
り
合
う
こ
と
に
よ
り
、

�
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�
�
�
�
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�
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
は
、
動
物
、
特
に
鳥
類
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
が
ヒ
ト
に
感
染
し
、
ヒ
ト
の
体
内
で
増
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
変
化
し
、

ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
と
効
率
よ
く
感
染
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
が

感
染
し
て
起
こ
る
病
気
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
だ
れ
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
重
大
な
被
害
が
起
こ
る
こ
と
も
あ

る
と
想
定
し
て
、
今
で
き
る
こ
と
、
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
て
、
今
後
の
状
況
に
注
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

�　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

一
般
的
に
、
水
上
や
水
辺
で

生
活
す
る
鳥
を
中
心
と
し
た
鳥

類
が
保
有
し
、
ヒ
ト
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
は
別
の

亜
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
症
の
こ
と
を
指
し
、

こ
の
う
ち
感
染
し
た
鳥
が
死
亡

し
た
り
す
る
な
ど
、
特
に
強
い

病
原
性
を
示
す
も
の
を
「
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と

呼
び
ま
す
。

�　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

　

感
染
症
の
世
界
的
大
流
行
の

こ
と
。
特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
近
年
こ

れ
が
ヒ
ト
の
世
界
に
存
在
し
な

か
っ
た
た
め
に
ほ
と
ん
ど
の
ヒ

ト
が
免
疫
を
持
た
ず
、
ヒ
ト
か

ら
ヒ
ト
へ
効
率
よ
く
感
染
す
る

能
力
を
得
て
、
世
界
中
で
大
き

な
流
行
を
起
こ
す
こ
と
を
示
し

ま
す
。 ��

�
�
�
�
��
�

変異してヒトからヒトへ 
感染する新型 

新型インフルエンザの登場 
－ヒトの体内で遺伝子の再集合－ 

まれに 
ヒトに感染 

鳥同士の 
感染 



広報なか７月号９

ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
容
易
に
感
染
す
る
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
な
る
場
合

で
す
。
し
か
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
病
因

と
な
る
ウ
イ
ル
ス
型
を
正
確
に
予
測
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
今
、
世
界
で
は
！

　

世
界
に
お
け
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
Ｈ
５
Ｎ
１
）
の
発
生
状
況
は
、
現
在

 
フ 
ェ
ー
ズ
３
に
あ
り
ま
す
。
国
外
で
新
し

※
３い

亜
型
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
ト
リ
か
ら
ヒ
ト

へ
感
染
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
効
率
よ
く
、

持
続
し
た
伝
播
は
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
は
み

ら
れ
ま
せ
ん
。
日
本
国
内
で
は
ト
リ
か
ら

ヒ
ト
へ
感
染
し
た
患
者
は
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
。

●
も
し
、
世
界
的
流
行
（
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
）
が
起
こ
っ
た
ら
！

　

例
と
し
て
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
大
流

行
を
起
こ
し
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
は
、
約

　

か
月
で
世
界
を
制
覇
し
た
と
伝
え
ら
れ

１１て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
代
社
会
で
は
、

人
口
の
増
加
や
都
市
部
へ
の
人
口
集
中
、

飛
行
機
な
ど
の
高
速
大
量
交
通
機
関
な
ど

の
発
達
な
ど
か
ら
、
世
界
の
ど
こ
で
発
生

し
て
も
、
よ
り
短
時
間
で
世
界
中
に 
蔓  
延 

ま
ん 
え
ん

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
以
外

の
国
で
の
大
流
行
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

日
本
企
業
の
海
外
進
出
も
著
し
く
、
人
的

交
流
も
盛
ん
な
た
め
、
日
本
だ
け
影
響
が

な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
発
生
前
か
ら
の

対
策
と
準
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�　

フ
ェ
ー
ズ

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
フ
ェ
ー
ズ
の

定
義
に
準
じ
た
分
類
で
、
感
染

の
場
所
に
よ
り
６
つ
の
フ
ェ
ー

ズ
に
分
類
し
、
さ
ら
に
国
内
で

発
生
し
て
い
な
い
場
合
（
国
内

非
発
生
）
を
「
A
」、
国
内
で

発
生
し
た
場
合
（
国
内
発
生
）

を
「
B
」
に
分
け
て
い
ま
す
。

　

現
段
階
は
、
フ
ェ
ー
ズ
３
A

（
ヒ
ト
へ
の
新
し
い
亜
型
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ

ト
へ
の
感
染
は
基
本
的
に
な

く
、
ヒ
ト－

ヒ
ト
感
染
に
よ
る

感
染
の
拡
大
は
み
ら
れ
な
い
。

国
内
非
発
生
）
で
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ

○
茨
城
県
保
健
予
防
課

　

�
３
０
１
・
３
２
１
９

○
市
健
康
推
進
課

（
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー「
ひ
だ
ま
り
」

内
）

　

�
２
７
０
・
８
０
７
１

○
市
生
活
安
全
課

　

�
２
９
８
・
１
１
１
１

　

内
線
４
４
２

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
対

策
は
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の

延
長
線
上
に
あ
り
ま
す
。

〇
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
方

法
は
、
感
染
し
た
人
の 
咳 
、
く
し
ゃ

せ
き

み
、
つ
ば
な
ど
が
細
か
く
飛
び
散
る

こ
と
で
吐
き
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス

や
、
乾
燥
し
空
気
中
を
漂
流
し
て
い

る
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ
と
で
感

染
し
ま
す
。

〇
予
防
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
、
熱
、

咳
、
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
の
あ
る

人
に
は
必
ず
マ
ス
ク
を
着
け
て
も
ら

う
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
症
状
の
人
と

接
す
る
と
き
に
は
、
マ
ス
ク
を
着
け

る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。
咳
や
く

し
ゃ
み
を
押
さ
え
た
手
、
鼻
を
か
ん

だ
手
は
直
ち
に
洗
う
こ
と
も
必
要
で

す
。
外
出
後
は
う
が
い
や
手
洗
い
を

日
常
的
に
行
い
、
流
行
地
へ
の
渡

航
、
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を

控
え
、
十
分
な
休
養
を
と
り
、
体
力

や
抵
抗
力
を
高
め
、
日
ご
ろ
か
ら
バ

ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
と
り
規
則
的
な

生
活
を
心
掛
け
て
感
染
し
に
く
い
状

態
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
被
害

は
、
世
界
各
国
、
日
本
全
域
の
広
範
囲

に
短
期
間
で
広
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
一
回
の
感
染
流
行
の
波
は
約
２
か

月
間
続
く
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
流
行

の
波
が
１
年
以
上
も
繰
り
返
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
事
業
所
に
お

い
て
も
、
職
場
の
仲
間
が
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
り
感
染
し
た
家

族
の
看
病
な
ど
で
、
一
時
的
に
相
当
数

の
従
業
員
な
ど
が
欠
勤
す
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
す
る
前
で
す
が
、
事

業
者
は
従
業
員
な
ど
の
感
染
拡
大
を
防

止
す
る
意
識
を
高
め
、
事
前
に
必
要
に

応
じ
た
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

〇
従
業
員
な
ど
へ
の
感
染
予
防
措
置
と

し
て
は
、
手
洗
い
の
励
行
、
感
染
予

防
策
や
健
康
状
態
の
自
己
把
握
に
努

め
る
よ
う
健
康
教
育
、
海
外
渡
航
に

か
か
わ
る
情
報
を
把
握
す
る
仕
組
み
、

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
業
務
形
態

の
検
討
（
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
通
勤
・
公

共
交
通
機
関
利
用
の
回
避
）、
感
染

予
防
・
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
物

品（
マ
ス
ク
・
手
袋
・ 
石  
鹸 
お
よ
び
手

せ
っ 

け
ん

指
消
毒
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
）
を
あ
ら

か
じ
め
用
意
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。
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１０

　

皆
さ
ん
は
旅
先
な
ど
風
光
明
媚
な
場
所

で
『
○
○
八
景
』
と
い
う
言
葉
を
目
に
し

た
り
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
文
字
ど
お
り
、
土
地
の
景
勝
地
を
８

か
所
選
定
し
た
も
の
を
八
景
と
い
い
ま

す
。

　

起
こ
り
は
、
古
く
中
国
の
北
宋
時
代

（
九
六
〇
〜
一
一
二
七
年
）
で
、
夢
渓
筆

談
・
書
画
の
中
で
湘
江
流
域
の
景
勝
地
８

か
所
が
瀟
湘
八
景
（
し
ょ
う
し
ょ
う
は
っ

け
い
）
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
が
最
古

の
八
景
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
瀟
湘
八

景
は
多
く
の
芸
術
家
た
ち
の
水
墨
画
や
漢

詩
の
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
日
本

へ
も
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

国
内
で
見
ら
れ
る
八
景
の
多
く
は
こ
の

瀟
湘
八
景
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
瀟

湘
八
景
に
な
ぞ
ら
え
雲
帆（
帰
帆
）・
夜
雨
・

晩
鐘
・
晴
嵐
・
返
照
（
夕
照
）・
秋
月
・
落

雁
・
暮
雪
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
選
定
さ
れ
て

い
る
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
県

内
で
よ
く
知
ら
れ
る
『
水
戸
八
景
』
は
天

保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
水
戸
藩
主
徳
川

斉
昭
が
江
戸
小
石
川
邸
よ
り
水
戸
に
下
っ

た
お
り
、
藩
内
の
景
勝
地
を
選
定
し
た
も

の
で
、
水
門
の
帰
帆
・
青
柳
の
夜
雨
・
山

寺
の
晩
鐘
・
村
松
の
晴
嵐
・
岩
舟
の
夕
照
・

広
浦
の
秋
月
・
太
田
の
落
雁
・
仙
湖
の
暮

雪
と
い
う
よ
う
に
瀟
湘
八
景
の
系
統
を
踏

ん
で
い
ま
す
。

『
額
田
八
景
』

足
立
崖
山
選
定　

昭
和
三
十
三
年
『
広
報

な
か
』
よ
り

・
荘
厳
無
類
産
土
森
・
妙
法
鼓
声
破
暁
寂
・

校
庭
桜
花
曙
光
映
・
群
蛍
乱
舞
吹
上
頭
・

紅
炎
絢
爛
有
池
夕
・
明
月
皎
々
城
跡
秋
・

久
慈
奔
流
崖
壁
砕
・
更
賞
常
北
連
山
景

　

漢
詩
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
額
田
神
社

の
森
・
立
ち
並
ぶ
寺
院
・
額
田
小
の
桜
・

吹
上
坂
の
蛍
・
有
ヶ
池
の
夕
・
額
田
城
跡

の
秋
・
久
慈
川
の
激
し
い
流
れ
・
常
北
連

山
を
詠
ん
で
い
る
。

『
那
珂
町
八
景
』

川
崎
紫
峰
選
定　

昭
和
三
十
二
年
『
広
報

な
か
』
よ
り

・
一
の
関
の
落
雁
・
富
士
坂
の
夕
照
・
芳

南
の
晴
嵐
・
木
の
倉
暮
雪
・
横
堀
の
夜
雨
・

額
田
の
晩
鐘
・
下
河
原
の
帰
帆
・
四
堰
の

秋
の
月

　

昭
和
三
十
年
の
一
町
６
か
村
合
併
で
那

珂
町
が
誕
生
し
、
そ
の
記
念
と
し
て
選
定

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。
各
町
村
か
ら
１
箇
所
（
神
崎
は
２
箇

所
）
選
定
さ
れ
て
い
る
。

『
本
米
崎
八
景
』

昭
和
四
十
九
年
『
広
報
な
か
』
よ
り　

・
叶
岬
の
帰
帆
・
上
宮
寺
の
晩
鐘
・
稲
荷

山
の
晴
嵐
・
サ
ッ
カ
ベ
の
夜
の
雨
・
薬
師

山
の
秋
の
月
・
有
ヶ
池
の
夕
照
・
籠
内
の

落
雁
・
松
原
の
暮
雪

　

本
米
崎
地
内
に
伝
わ
る
八
景
。
稲
荷
山

の
晴
嵐
や
籠
内
の
落
雁
な
ど
は
当
時
の
様

子
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
有
ヶ
池
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
松
原
に

は
原
子
力
研
究
所
が
で
き
る
な
ど
、
昭
和

中
期
の
面
影
は
残
っ
て
い
な
い
。
瀟
湘
八

景
系
。

『
那
珂
八
景
』

平
成
八
年
な
か
な
か
塾
選
定

・
笠
松
運
動
公
園
・
幸
久
橋
と
額
田
神
社
・

一
の
関
池
と
中
央
公
民
館
・
宮
の
池
と
不

動
院
・
清
水
寺
と
五
台
文
教
地
区
・
粟
原

の
釣
り
場
と
下
河
原
・
県
民
の
森
と
運
動

公
園
・
下
江
戸
河
原
と
千
代
橋

　

合
併
前
の
那
珂
町
時
代
の
八
景
。
各
地

区
か
ら
施
設
や
公
園
な
ど
親
し
み
の
あ
る

場
所
が
一
般
公
募
か
ら
選
定
さ
れ
た
。
四

季
折
々
の
風
景
が
楽
し
め
る
八
景
で
あ

る
。

久慈川奔流

歴史民俗資料館だより

　
【
郷
土
の
八
景
】

　

那
珂
市
内
に
も
八
景
が
あ
る

の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

平
成
八
年
に
な
か
な
か
塾
が

選
定
し
た
『
那
珂
八
景
』
は
広

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実

は
、
そ
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か

の
八
景
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
か
ら
は
、
市
内
の
八

景
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

�

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
今
月　

日
か
ら
那
珂
八
景
展
を
開
催
し
ま
す
。
そ

１９

れ
に
あ
わ
せ
、
今
回
は
、
八
景
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。



広報なか７月号１１

『
菅
谷
八
景
』

大
正
十
二
年
『
那
珂
郡
郷
土
史
』
よ
り

・
千
本
杉
夜
雨
・
不
動
院
秋
月
・
三
宿
夕

照
・
正
覚
寺
晩
鐘
・
高
内
落
雁
・
一
本
松

晴
嵐
・
京
塚
暮
雪
・
後
台
橋
帰
帆

　

菅
谷
地
区
も
開
発
に
よ
り
選
定
当
時
の

面
影
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
特
に
一
本
松
は
現
在
は
伐
採
さ
れ
何

も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
瀟
湘
八
景
系
。

『
瓜
連
八
景
』

平
成
初
期　

柏
茂
氏
選
定

・
白
鳥
舞
遊
古
徳
沼
・
五
輪
台
名
禽

集
鳴
・
菊
水
城
跡
常
福
寺
・
久
慈
清

流
合
玉
川
・
雨
止
紅
鮮
弁
天
橋
・
鹿

島
秋
月
照
黄
金
・
常
陸
二
宮
老
杉
深
・

花
八
重
咲
静
峰
景

　

漢
詩
で
八
景
を
あ
ら
わ
し
、
場
所

だ
け
で
な
く
状
況
ま
で
も
が
記
さ
れ

て
い
る
。
文
面
だ
け
で
そ
の
状
況
が

目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。

『
古
徳
八
景
』

詳
細
不
明

・
勢
揃
山
の
秋
月
・
玉
久
理
山
の
暮
雪
・

白
旗
の
夕
照
・
百
段
の
落
雁
・
・
・

　

一
部
し
か
確
認
で
き
て
い
な
い
。
古
徳

沼
の
ほ
と
り
、
勢
揃
山
の
登
り
口
に
「
勢

揃
山
の
秋
の
月
」
と
彫
ら
れ
た
小
さ
な
石

碑
が
建
っ
て
い
る
。
大
正
十
年
に
高
野
庄

七
氏
が
金
婚
式
の
記
念
に
建
立
し
た
も
の
。

地
元
の
人
の
話
で
は
、
他
の
八
景
の
碑
も

存
在
す
る
と
の
こ
と
で
現
在
調
査
中
。

『
門
部
八
景
』

明
治
四
十
三
年
『
木
崎
村
郷
土
史
』
よ
り

・
黒
森
の
夜
雨
・
河
原
の
帰
帆
・
法
起
の

秋
月
・
矢
中
の
落
雁
・
檀
築
の
夕
照
・
土

橋
の
晴
嵐
・
駒
の
膝
の
暮
雪
・
鈴
照
寺
の

晩
鐘

　

古
い
資
料
の
中
に
記
さ
れ
て
い
た
八

景
。
地
元
で
も
知
る
人
は
少
な
い
。
黒
森

は
鹿
島
静
神
社
の
森
、
法
起
は
開
蔵
院
跡

と
思
わ
れ
る
。
瀟
湘
八
景
系
。

問い合わせ　�２９７－００８０

後台橋からの眺め

静峰公園の八重桜
）黒森の夜雨（鹿島静神社）黒森の夜雨（鹿島静神社）

勢揃山の秋の月石碑

　

八
景
が
成
立
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
要
素
は
、
水
と
そ
れ
に
付

随
す
る
美
し
い
景
色
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
八
景
の
祖
、
瀟
湘
八
景
が
洞
庭

湖
と
そ
の
周
辺
の
景
色
か
ら
な
る
こ
と

に
起
因
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
市

内
に
い
く
つ
も
の
八
景
が
存
在
す
る
市

町
村
は
、
余
り
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
複
数

の
八
景
が
残
さ
れ
て
い
る
那
珂
市
は
、

各
地
区
に
水
と
そ
れ
に
合
う
美
し
い
景

色
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
そ
れ
を
八
景
と

し
て
解
し
た
風
流
人
が
暮
ら
し
た
土
地

だ
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
も
、
周
囲
の
景
色
を
今
一
度

見
渡
し
て
自
分
だ
け
の
八
景
を
探
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と

違
っ
た
郷
土
の
魅
力
に
出
会
え
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
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　「那珂市で生まれ、育ち、学び、遊んだ」「那珂市に住んでいた」、そうした那珂市にご縁のあるかた、
また、「静峰ふるさと公園の八重桜がすばらしい」「ひまわりがきれいだった」「毎年白鳥を見に行って
いる」など、那珂市に愛着を持っているかた、また、那珂市にお住まいのかた、みなさまのふるさと
那珂市を応援してください。
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　那珂市では、いただいた寄付金を財源として、４つの事業を実施し、寄付者の想いを実現化す
ることにより、多様な人々の参加による個性豊かな活力あるふるさとづくりを行っていきます。
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「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
は
、
地
方
税
法
等
の

改
正
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
応
援
し

よ
う
と
い
う
か
た
の
想
い
を
実
現
す
る
た

め
、
地
方
公
共
団
体
へ
寄
付
を
し
た
場
合

に
、
寄
付
金
の
５
、０
０
０
円
を
超
え
る
分

を
、
所
得
税
や
個
人
住
民
税
か
ら
控
除
す
る

も
の
で
す
。

◆
寄
付
に
か
か
る
手
続
き

①「
寄
付
申
込
書
」に
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
市
財
政
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

払
い
込
み
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

②
お
送
り
し
た
払
い
込
み
用
紙
に
よ
り
寄
付

金
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。（「
現
金
書

留
」「
持
参
」
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

③
寄
付
受
領
書
を
発
行
し
ま
す
。

◆
寄
付
金
控
除
の
概
要

　

寄
付
金
の
う
ち
、
５
、０
０
０
円
を
超
え

る
額
が
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
の
所

得
控
除
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
住
民
税

に
つ
い
て
は
、
税
額
控
除
方
式
に
よ
り
、
お

お
む
ね
個
人
住
民
税
所
得
割
の
１
割
を
限
度

と
し
て
、
控
除
と
な
り
ま
す
。

　

所
得
税
・
個
人
住
民
税
の
控
除
を
受
け
る

に
は
、
確
定
申
告
ま
た
は
住
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。（
平
成　

年
１
月
か
ら
の
寄
付

２０

が
対
象
で
す
）

※
ご
注
意

　
「
寄
付
申
込
書
」の
提
出
の
な
い
か
た
に
、

払
い
込
み
案
内
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
詐
欺
行
為
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
�
２
９
８
・
１
１
１
１

寄
付
に
関
す
る
こ
と

　

財
政
課
財
政
係　

内
線
５
２
２
・
５
２
３

申
告
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課
市
民
税
係 
内
線
１
６
５
・
１
６
６

モデルケース 夫婦、子ども２人 

特例控除は住民税所得割の１割が上限 

（年収７００万円・個人住民税所得割３０万円） 
４０，０００円を寄付した場合 

寄付金のうち３５，０００円が軽減されます 

控除対象外 
５，０００円 

所得税からの控除 
３，５００円 

住民税からの控除３１，５００円 
（基本控除額３，５００円　　　　 
　　 ＋特例控除額２８，０００円） 

 

ふるさと納税
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民年金の月額保険料は１４，４１０円（平成２０年度）で
すが、経済的な理由や失業等により、国民年金保

険料を納付することが困難な場合には、申請手続きをし
ていただくことにより、保険料の納付が全額免除または
一部が免除される国民年金保険料免除制度があります。
この制度では、社会保険事務所で前年所得などを審査
し、承認を受けることにより、その期間の全額または一
部の納付が免除されます。免除の承認期間は、７月から
翌年６月までです。
　免除を受けた期間の保険料額等は次のとおりです。

受け取る老齢基礎
年金の計算には？

老齢基礎年金の
受給資格期間には？

保険料額
（月額）

年金額に３分の１が
反映されます

老齢基礎年金の受給資
格期間に入ります納付なし全額免除制度

年金額に２分の１が
反映されます

４分の１を納付すると
老齢基礎年金の受給資
格期間に入ります

３，６００円４分の１納付制度
（４分の３免除）

年金額に３分の２が
反映されます

２分の１を納付すると
老齢基礎年金の受給資
格期間に入ります

７，２１０円２分の１納付制度
（２分の１免除）

年金額に６分の５が
反映されます

４分の３を納付すると
老齢基礎年金の受給資
格期間に入ります

１０，８１０円４分の３納付制度
（４分の１免除）

【ご注意ください】
　一部納付（一部免除）制度は、保険料の一部を納付す
ることにより、残りの保険料が免除となる制度です。一
部保険料を納付しなかった場合は、その期間の一部免除
が無効（未納と同じ）となるため、将来の老齢基礎年金
の年金額に反映されません。また、障害や死亡といった
不慮の事態が生じた場合に、障害基礎年金または遺族基
礎年金を請求できなくなる場合がありますので、必ず一

� �����

部保険料を納付していただく必要があります。
� �����������������������������������

国 ■全額免除・一部免除の世帯構成別の所得基準の目安

一　部　納　付
全額
免除世帯構成 ４分の３

納付
２分の１

納付
４分の１

納付

３３５万円２８２万円２３０万円１６２万円４人世帯
（夫婦、子ども２人）

２４７万円１９５万円１４２万円９２万円２人世帯（夫婦のみ）
１８９万円１４１万円９３万円５７万円単身世帯

※申請者ご本人のほか、配偶者・世帯主のかたも前年所得が、
一定の基準額以下であることが条件です。
○「若年者納付猶予制度」とは
　就職が困難あるいは失業などにより所得が少なく、
保険料の納付が困難なときは、申請をしていただく
と、社会保険事務所で前年の所得等を審査し、承認さ
れることでその期間の保険料の納付が猶予され、あと
から保険料を納めることができます。この制度を利用
できるのは３０歳未満のかたです。申請者本人と配偶者
の前年所得が一定の基準額以下であることが条件です。
■申請に必要なもの／年金手帳または基礎番号の分か
るもの、印鑑（失業等を理由とするときは、雇用保険
被保険者離職票と雇用保険受給資格者証のいずれか）
■保険料の「追納」をおすすめします
　国民年金保険料免除、若年者納付猶予が承認された
期間は、国民年金保険料を納めた場合よりも老齢基礎
年金の受け取り額が少なくなってしまいます。これら
の期間は、１０年以内であればあとから保険料を納める
ことができます。ただし、３年目以降に保険料を追納
する場合には、承認を受けた当時の保険料額に経過期
間に応じた加算額が上乗せされます。追納することに
より、保険料を納付した場合と同じ年金額で老齢基礎
年金を受け取ることができます。
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童扶養手当は、父母の離婚などにより父親と生計
をともにしていない児童の母親または母に代わっ

てその児童を養育しているかたに対し、児童の健やかな
成長を願って支給される手当です。
　次のいずれかに該当する「１８歳に達する日以後の最初
の３月３１日（１８歳になってからの年度末）までの児童」
を扶養している母親、または母親に代わってその児童を
養育しているかたが対象になります。
○父母が離婚した後、父と生計が別である児童
○父が死亡した児童／○父の生死が明らかでない児童
○父が一定の障害の状態にある児童
○父から引き続き１年以上遺棄されている児童
○父が引き続き１年以上拘禁されている児童
○母が婚姻しないで生まれた児童
○母が懐胎した当時の事情が不明である児童

児 ■次の点にご注意ください！
　受給資格があっても申請しない場合や婚姻の届け出
をしていなくても事実婚と認められる場合は、手当が支
給されませんのでご注意ください。なお、受給資格者、
同居の扶養義務者の前年所得が一定以上ある場合は、そ
の年度（８月から翌年の７月まで）手当の一部、または
全部の支給が制限されます。
■現在児童扶養手当を受給しているかたへ
　平成２０年８月に現況届の手続きが必要となります。
この現況届は、引き続き児童扶養手当を受ける条件を満
たしているかどうかを確認するものです。受給資格が
あるかたには現況届を郵送しますので、期限までに手続
きをお願いします。（平成２０年の現況届の提出期限は８
月２９日です。）提出がない場合は、８月分以降の手当を支
給できませんのでご注意ください。
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　精神または身体に障害のある２０歳未満の児童を家庭
において監護している父、もしくは母、または父母に
代わってその児童を養育しているかたが受給できる手
当です。手当には、障害の程度により１級、２級があ
ります。該当となる障害の程度は右表のとおりです。
　ただし、次の場合は受給資格に該当しません。

・児童および父、母または養育者が日本国内に住ん
でいないとき

・児童が障害による公的年金を受給することができ
るとき

・児童が児童福祉施設（ただし、保育所・通園施設・
肢体不自由児への短期母子入所を除く）に入所し

� ���

ているとき
　なお、特別児童扶養手当は児童扶養手当、児童手当、
障害児福祉手当との併給が可能です。

■特別児童扶養手当とは

　この手当を受けるためには、申請が必要です。
　申請は、市役所１階の福祉課で受け付けています。
手当は申請のあった翌月分から該当となります。申請
時に必要な書類は次のとおりです。
・認定請求書
・請求者と対象児童の戸籍謄本（抄本）
・請求者と対象児童が含まれる世帯全員の住民票
・診断書（障害によって所定の様式があります）
・振込先口座申出書（請求者名義の口座）
　認定請求書、診断書、振込先口座申出書などの所定
の様式は市福祉課にありますので、お問い合わせくだ
さい。また、平成２０年１月１日現在で那珂市にお住ま
いでなかった場合は、平成２０年度の課税証明書が必要
となります。

■申請について

◇手当額および支払日
支払月

（支給対象月）
手当月額

（児童１人につき）

４月期（１２～３月分）
８月期（４～７月分）
１２月期（８～１１月分）

５０，７５０円１級

３３，８００円２級

　請求者や配偶者および扶養義務者の所得が所定の限
度額を超えている場合は、手当を受給することができ
ません。

■所得による支給制限

　なお、診断書は次の場合において省略することがで
きます。（手帳の写しを添付）
○療育手帳の判定が�・Ａの場合
○身体障害者手帳（内部障害を除く）の等級（複数障

害がある場合は障害ごとの等級）が１からおおむね
３級の場合

　手当を受給しているかたは（支給停止のかたも含
む）、毎年８月１１日から９月１０日までの間に所得状況

� �������

届を提出することになっています。これによって、８
� ��

月分以降１年間の手当支給の可否が決定されますの
で、市福祉課から通知がありましたらご提出ください。

現在、受給しているかたは
　所得状況届の提出が必要です

◇手当の該当となる障害の程度

・身体障害者手帳の判定がおおむ
ね１・２級（内部的疾患を含
む）程度に該当するかた

・療育手帳の判定が�・Ａ程度の
知的障害である場合または同程
度の精神障害がある場合

１級

・身体障害者手帳の判定がおおむ
ね３級（内部的疾患を含む）程
度に該当するかた

・療育手帳の判定がＢ程度の知的
障害である場合または同程度の
精神障害がある場合

２級

※障害の程度はおおむね上記のとおりで
すが、身体障害者手帳または療育手帳
をお持ちでないかたも、上記と同程度

（国民年金の障害等級における１・２
級と同じ）と診断されれば、該当とな
ります。

※障害が重複する場合は、それぞれの障
害程度を総合的に確認し、手当の等級
が認定されます。身体の機能障害、病
状または精神障害でそれぞれ単独の診
断書で受理しても等級の認定に影響が
ない場合には、単独の障害での申請と
なります。
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化財は、地域の歴史や文化の成り立ちを理
解するうえで欠くことのできない私たちの

貴重な歴史的財産で、将来の文化の向上・発展の
基礎を成すものです。那珂市には国・県・市指定
の文化財や遺跡など多くの文化財が所在していま
す。皆様ぜひ一度お訪ねください。
　また、茨城県では、これらの貴重な文化財を保
護するために文化財保護指導委員を置き、委員に
よる文化財の巡視を年３回行っています（市職員
も同行します）。巡視中にお会いした際は、文化
財や遺跡についてどうぞお尋ねください。
■文化財についての問い合わせ

　市歴史民俗資料館（那珂総合公園内）

　�２９７－００８０

�

　コミュニティ助成事業とは、財団法人自治総合セ
ンターが全国自治宝くじ受託事業収入を財源とし
て、住民が自主的に行うコミュニティ活動の促進を
図り、地域の連帯感に基づく自治意識を盛り上げる
ことを目指すもので、コミュニティ活動に直接必要
な施設または設備の整備に助成を行う制度です。
　次のとおり、平成２１年度コミュニティ助成事業の
申請を受け付けます。
●助成対象　コミュニティ組織（自治会・町内会等）
　　　　　　またはコミュニティ組織の連合体
●助成事業の種類と助成金額　

①一般コミュニティ助成事業 （１００万円～２５０万円）
②緑化推進コミュニティ助成事業（５０万円～２００万円）
③自主防災組織育成助成事業 （３０万円～２００万円）
④コミュニティセンター助成事業（対象となる総事

業費の５分の３以内に相当する額。ただし、
１，５００万円を限度）

⑤青少年健全育成助成事業（３０万円～１００万円）
●応募締切　８月８日（金）
●応募方法　「希望調書」に記入し、市民活動課まで

提出してください。
●そ の 他　複数の団体から申請があった場合には

調整の上、優先順位を決定します。ま
た、市の申請団体に選定された場合で
も県および財団法人自治総合センター
の審査があるため、希望団体の申請が
必ず採択されるとは限りません。

●那珂市のコミュニティ助成事業実績（参考例）

※事業の詳細については、｢コミュニティ助成事業
実施要綱｣をご覧ください。｢コミュニティ助成事
業実施要綱｣および｢希望調書｣は市民活動課窓口
で配布するほか、那珂市ホームページからダウン
ロードすることができます。また、各区の正副区
長さんにも配布しています。

　那珂市ホームページ

　http://www.city.naka.lg.jp

●応募先・問い合わせ

　市民活動課自治推進係　

　�２９８－１１１１　内線４８４

助成対象施設または設備助成事業の種類

太鼓、 御輿 、 山車 、 法被 、テント、
みこし だ　し はっぴ

組立式ステージ、各種用具費等一般コミュニティ
助成事業 ゲートボール場の整備および

収納庫、用具の購入

自治活動施設（地区公民館）の
建設

コミュニティセンター
助成事業

○県指定文化財　

額田鈴木家住宅・菅谷不動院
のカヤ・菅谷のカヤ・菅谷の
モチノキ・瓜連城阯・静のム
クノキ

○遺　跡　

久保山遺跡（西木倉）・額田城
跡・富士山古墳（額田南郷）・
中台下宿遺跡・下大賀遺跡・
古徳城跡・野田遺跡（中里）

※文化財巡視は、第１回が７～
８月、第２回が１０月～１１月、
第３回が１２月～翌年１月を予
定しています。

茨城県文化財保護指導委員
による巡視対象文化財
（平成２０年度）

●菅谷不動院のカヤ

●静のムクノキ

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

� � � � � � � � 	

������

������

��������	


������

市 内 散 策
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　新設されたばかりの戸崎コミュニ
ティセンターで６月１８日、調理室を
活用した初めての催しが行われまし
た。JAひたちなか女性部芳野支部

（田口きよ支部長）の戸崎の皆さん
が笑和会（綿引明典会長）を招いて
行われた今回の懇親会。お焼き 饅  頭 

まん じゅう

やパンダの顔をかたどったお寿司、
豚汁などが用意され、参加した皆さ
んは心のこもったおもてなしに大喜
びでした。今後、新企画が打ち出さ
れコミュニティセンターの活用が進
むことが期待されています。

�����������	
戸崎コミセンが活用されています

　今年４月から那珂市社会福祉協議
会が管理運営している、余暇活用施
設「しどりの湯保養センター」で６
月８日、来館者が１万人を突破し、
当日、達成記念セレモニーが行われ
ました。１万人目の幸運を射止めた
のは、笠間市の山田司郎さんご夫
妻。セレモニーでは小宅市長から記
念品の「那珂かぼちゃ」を手渡され
ると、「はじめて来ましたが、１万人
目と聞いてびっくりしています」と
思いがけない歓迎に驚きを隠せない
様子でした。

��������	
しどりの湯保養センター

　「花とふれあいふるさとづくり推
進事業」として６月５日、水戸農業
高校の生徒が栽培した苗（ベコニ
ア・マリーゴールド）約４，３００株が
市内団体へ配られました。
　配られた花々は、環境美化と花の
あるふるさと地域づくりのため、各
幹線道路の通り沿いにある花壇へ植
えられました。
　上菅谷停車場線の沿道では、地域
の皆さんの手により一株一株が丁寧
に植えられ、生活道路の美化に努め
られました。

��������	
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花とふれあいふるさとづくり

■企画課市政情報室広報係

　�２９８－１１１１　内線４３７

　那珂市文化財愛護協会第１回公開
研修会が６月１３日に市中央公民館で
開催されました。公開講座では、
ミュージアムパーク茨城県博物館の
国府田良樹先生を講師に招き「ナカ
マチクジラとクジラ類の進化」を
テーマに、クジラの進化や生態と市
内で発見されたナカマチクジラの化
石について説明されました。
　実物のクジラの髭や歯など用いて
興味を引く講義に、参加者の皆さん
から感嘆の声が上がり、市内に眠る
化石に関心を寄せていました。

��������	
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文化財愛護協会公開講座

　那珂警察署、那珂地区交通安全協
会主催の第３９回交通安全子ども自転
車那珂地区大会が６月１９日、那珂総
合公園アリーナで開催されました。
これまで練習を積んできた市内各小
学校の選手たちは、学科のほか安全
走行テストと技能走行テストで自転
車の正しい運転の仕方や技術などを
競いました。
　今回優勝した木崎小チームは７月
３日、ひたちなか市で開催された茨
城県大会に那珂市代表として出場
し、本大会でも健闘しました。

��������	
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第３９回交通安全子ども自転車那珂地区大会

　JAひたちなか代表理事専務先�
千尋さんと、那珂地区南瓜部会・と
うもろこし部会のかたがたが６月１３
日、市の特産品である那珂かぼちゃ
と味来（とうもろこし）を持ち表敬
訪問をしました。
　小宅市長は、採れたての那珂かぼ
ちゃと味来を試食し、実りも良く甘
く育った那珂市の味を堪能しまし
た。
　市では、そのおいしさを多くのか
たに味わっていただくため、これか
らも広くPRしてまいります。

��������	
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那珂かぼちゃ・味来
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　第２０回市民歩く会（日光小田代ヶ
原）が６月４日に実施され、９７人の
参加者が新緑に包まれた日光国立公
園を散策しました。
　今回は、湯滝をスタートして 泉 

いずみ

 門 
やど

 池 、小田代ヶ原展望台を巡り竜頭の
いけ

滝に至るコース。豊かな自然の中、
風景をカメラに収めたり、野鳥の声
を聞きながら約１０キロメートルの道
のりを歩きました。ところどころ小
川の流れる水音が心地よく響く小田
代ヶ原で、参加した皆さんは心身と
もに英気を養いました。

��������	
	

第２０回市民歩く会（日光）

　市とひたちなか農業協同組合が協
力して、将来の地域の農業の人材を
確保するための新規就農者確保育成
支援事業の開講式が５月２７日、市中
央公民館で行われました。
　受講生が出席した開講式では、ひ
たちなか農業協同組合営農部那珂営
農センターから今後の事業計画の説
明が行われ、開講式後は、水戸中央
公設地方卸売市場とJAひたちなか
那珂直売所を視察しました。来年３
月まで全２１回の講座と専門的作業が
予定されています。

��������	
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新規就農者確保育成支援事業

　那珂市子ども会育成連合会と青少
年育成那珂市民会議主催の「第４回
親子の集い」が５月２４日から２５日ま
で県立西山研修所（常陸太田市）で
行われました。参加者は、那珂市レ
クリエーション協会指導によるレク
ゲーム、キャンドルファイヤー、野
外炊飯など宿泊研修をとおして親子
のふれあいと子ども同士の親睦を図
りました。この「親子の集い」に参
加した子どもたちは、今後、ジュニ
アリーダーとして各地区で活躍する
ことが期待されています。

���������
第４回親子の集い

地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。

　常陸太田市粟原釣場で５月２５日、
久慈川粟原釣場第４５回つり大会が開
催されました。
　毎年恒例で行われるつり大会に
は、小雨の天候にもかかわらず近隣
市町村からも含め小中学生・大人の
６２人のかたが参加し、手ごわい魚を
相手に一喜一憂。大物を釣るべく釣
り糸を垂らしました。
　大会ではふなの部・雑魚の部に分
れて全長や重さを計測し、僅差を競
い合う参加者の皆さんは、この日の
 釣  果 を楽しまれてました。
ちょう か

��������	
�
久慈川粟原釣場第４５回つり大会

　スワン暮らしの会が６月１８日、市
総合センターらぽーるで、茨城県薬
剤師会の理事である根本ひろ美氏を
招いて「薬の正しい飲み方講座」を
開催しました。講座では薬の飲み忘
れ対策や子どもへの薬の飲ませ方、
また、飲み合わせを間違ってはいけ
ないと、間違った例などを挙げなが
ら、飲み合わせを防ぐ正しい飲み方
を説明していただきました。熱心に
聞き入っていた参加者は、終了後
も、薬についてのさまざまな疑問な
どを伺っていました。
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スワン暮らしの会
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　尺八・琵琶奏者として活躍され
る長須さんが６月１７日、母校の本
米崎小学校に招かれコンサートを
開きました。日本古来の美しい音
色をプレゼントをすると、小学生
のときの思い出や、その頃に校長
先生が作曲された「本米崎小学校
賛歌」を歌われました。
　長須さんは「たった一つでいい。
いちばん好きなことを見つけて欲
しい」と優しく語り、後輩の子ど
もたちにエールを送りました。
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� 人の動き �

那珂市の人口（６月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，７５２人 （－１０）
　女　　　２８，５７１人 （－１８）
　計　　　５６，３２３人 （－２８）
世帯数　　２０，３２３世帯  （＋１０）

○出生　４２人
○死亡　５０人

（５月１日～３１日）

� 今月の納税  �

○固定資産税 ２期

○都市計画税 ２期

○国民健康保険税（普通徴収）　 １期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 １期

納期限：７月３１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納係

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，９６３人

　（平成２０年５月末現在・
 前月比１１４人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額 ２億９，１２０万円

　（平成２０年５月・
 前月比１，０７４万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

　この本は２００７年文化庁選定「親
子で歌い継ごう日本の歌１００選」に
選ばれた１０１曲を含むピアノ伴奏・
解説付きのものです。
　寄贈ありがとうございました。

佐川はじめさんが
図書「精選日本の歌１２０選」
を寄贈

※市中央公民館図書閲覧室で閲覧で
きます。どうぞご覧ください。

　児童、生徒の交通安全対策事業
に使用してほしいと６月２日、那
珂地区交通安全事業主会から、解
散に伴う決算精算金２０万円をいた
だきました。この寄付金は、児
童、生徒たちが通学時に使用する
ヘルメットの購入費に充てられま
す。

交通安全に役立てて

那珂地区交通安全事業主会
から寄付

図書「精選日本の歌１２０選」を市中央
公民館に寄贈しました。

５月１５日～６月１４日（敬称略）

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

切手・テレカボランティアポピー
 １２，１５０円
海野　實 ３，６００円
寺門　近 １００，０００円
那珂市山林樹苗組合 ６６，４０１円
宮崎　道夫 １０，０００円
野木　利三郎 １０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。

 �２９８－８８８１

寺門　近さん
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

■ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／８月１９日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
相談員／弁護士
　※事前に予約が必要です。
申し込み・問い合わせ／市秘書課市民

相談室　�２９８－１１１１　内線１１７

日時／８月６日（水）、２０日（水）、
２７日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

日時／８月２１日（木）　９：３０～１１：３０
※前日までにご予約ください。
※定員は２１組です。

場所／

市総合保健福祉センター「ひだまり」
対象者／２歳～就学前のお子さん
内容／歯科衛生士による個別相談

歯垢染め出し・ブラッシング指
導・歯に関する相談

※希望時、身体計測（身長・体重）
や子育てに関する相談（保健師）
もできます。

持ってくるもの／

歯ブラシ（現在使用しているもの）、
コップ、タオル１枚、洗濯バサミ１個、
母子健康手帳
費用／無料
申し込み・問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課母子保健係　�２７０－８０７１

　昭和３３年（１９５８年）４月１日から昭
和３４年（１９５９年）３月３１日までの間に
婚姻なされたご夫婦で、平成２１年３月
３１日現在で結婚５０周年を迎えるかた
は、８月８日（金）までに、お近くにお
住まいの担当民生委員までお申し出く
ださい。
　後日、市から記念品を贈呈いたしま
す。
◆問い合わせ／市福祉課高齢者支援係

�２９８－１１１１　内線１２６

　今年度から、医療制度の改正により
健康診査の方法が変わり、医療保険者

（国民健康保険や社会保険、長寿医療
制度（後期高齢者医療制度）など）が
加入者を対象とした、特定健診として
実施することとなりました。
　そのため、市で実施する特定健診に
ついても、保険証を提示していただ
き、加入している保険を確認した上で
受診していただくことになっておりま
す。特定健診を受診する際には、あら
かじめお送りした健診受診券と一緒
に、必ず保険証をお持ちいただきます
ようお願いします。保険証の確認がで
きない場合には、特定健診が受診でき
ない場合がありますので、忘れずにお
持ちください。
※各種がん検診は、加入している保険

には関係なく那珂市にお住まいのか
たは受診できますので、保険証をお
持ちいただく必要はありません。
問い合わせ／市保険課国保・医療係

�２９８－１１１１　内線１４５・１４６・１４７

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課成人保健係　�２７０－８０７１

��������
法律相談 本年度、金婚式を迎えられる

ご夫婦のお申し出について

こども歯科相談のおしらせ

��������

３日　慶和病院 （鴻巣）
�２９５－５１２１

１０日　那珂クリニック （中台）
�２９５－９８００

１７日　ののがき脳神経外科クリニック
 （中台）

�３５２－０５５５
２４日　岡田クリニック （後台）

�２７０－８１８８
３１日　小宅内科医院 （菅谷）

�２９８－００５０

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情

報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９

心配ごと相談

特定健診を受診する際には
保険証をお忘れなく
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劇団「たっつあい」公演の様子
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】
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れ
た
額
田
城
跡
。
こ
の
城
跡
を
守
り
、
後

世
に
伝
え
て
い
こ
う
と
平
成

年
に
集
ま
っ

世
に
伝
え
て
い
こ
う
と
平
成　

年
に
集
ま
っ

１５１５

た
の
が
額
田
城
跡
保
存
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

た
の
が
額
田
城
跡
保
存
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

現
在
、
約
１
３
０
人
の
会
員
と

を
超
え
る

現
在
、
約
１
３
０
人
の
会
員
と　

を
超
え
る

６０６０

賛
助
会
員
を
擁
し
、
額
田
城
跡
の
保
存
に
力

賛
助
会
員
を
擁
し
、
額
田
城
跡
の
保
存
に
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

額
田
城
跡
を
地
域
で
大
切
に
守
っ
て
い
こ

　

額
田
城
跡
を
地
域
で
大
切
に
守
っ
て
い
こ

う
と
皆
さ
ん
は
、
保
存
会
発
足
当
初
か
ら
平

う
と
皆
さ
ん
は
、
保
存
会
発
足
当
初
か
ら
平

均
月
１
回
の
奉
仕
作
業
を
と
お
し
て
城
跡
の

均
月
１
回
の
奉
仕
作
業
を
と
お
し
て
城
跡
の

美
化
を
継
続
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
二
の
丸

美
化
を
継
続
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
二
の
丸

等
の
花
畑
の
手
入
れ
や
草
刈
り
を
は
じ
め
、

等
の
花
畑
の
手
入
れ
や
草
刈
り
を
は
じ
め
、

本
丸
の
散
策
路
を
清
掃
し
た
り
、
周
辺
道
路

本
丸
の
散
策
路
を
清
掃
し
た
り
、
周
辺
道
路

の
除
草
を
し
た
り
と
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

の
除
草
を
し
た
り
と
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

約
５
年
間
の
地
道
な
活
動
に
よ
り
、
額
田
城

約
５
年
間
の
地
道
な
活
動
に
よ
り
、
額
田
城

跡
は
徐
々
に
自
然
豊
か
な
環
境
を
取
り
戻
し

跡
は
徐
々
に
自
然
豊
か
な
環
境
を
取
り
戻
し

て
き
て
い
ま
す
。

て
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
３
年
前
、「
こ
の
環
境
を
活
か
し
て

　

そ
し
て
３
年
前
、「
こ
の
環
境
を
活
か
し
て

額
田
城
跡
に
ホ
タ
ル
を
飛
ば
そ
う
」
と
ホ
タ

額
田
城
跡
に
ホ
タ
ル
を
飛
ば
そ
う
」
と
ホ
タ

ル
の
養
殖
放
流
に
着
手
し
た
皆
さ
ん
。
指
導

ル
の
養
殖
放
流
に
着
手
し
た
皆
さ
ん
。
指
導

を
仰
ぎ
な
が
ら
ホ
タ
ル
の
生
態
に
つ
い
て
学

を
仰
ぎ
な
が
ら
ホ
タ
ル
の
生
態
に
つ
い
て
学

習
を
始
め
、
昨
年
、
熱
心
に
学
習
さ
れ
た
会

習
を
始
め
、
昨
年
、
熱
心
に
学
習
さ
れ
た
会

員
の
か
た
が
大
切
に
育
て
た
ホ
タ
ル
が
額
田

員
の
か
た
が
大
切
に
育
て
た
ホ
タ
ル
が
額
田

城
跡
を
飛
び
交
い
ま
し
た
。
ま
ば
ゆ
い
光
が

城
跡
を
飛
び
交
い
ま
し
た
。
ま
ば
ゆ
い
光
が

城
跡
の
辺
り
一
面
を
彩
り
、
皆
さ
ん
の
心
を

城
跡
の
辺
り
一
面
を
彩
り
、
皆
さ
ん
の
心
を

温
か
く
照
ら
す
ひ
と
す
じ
の
光
が
と
も
っ
た

温
か
く
照
ら
す
ひ
と
す
じ
の
光
が
と
も
っ
た

瞬
間
で
し
た
。

瞬
間
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
の
ほ
か
、
地
域
の
か
た
に

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
ほ
か
、
地
域
の
か
た
に

も
っ
と
額
田
城
跡
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え

も
っ
と
額
田
城
跡
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え

た
ら
と
平
成

年
か
ら
年
４
回
、
会
報
「
額

た
ら
と
平
成　

年
か
ら
年
４
回
、
会
報
「
額

１７１７

種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
参
加
し
て
も
ら
い
、

種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
参
加
し
て
も
ら
い
、

子
ど
も
た
ち
が
額
田
城
跡
と
ふ
れ
あ
え
る
場

子
ど
も
た
ち
が
額
田
城
跡
と
ふ
れ
あ
え
る
場

を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

「
多
く
の
か
た
と
の
出
会
い
が
保
存
会
の

　
「
多
く
の
か
た
と
の
出
会
い
が
保
存
会
の

活
動
に
さ
ら
に
力
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

活
動
に
さ
ら
に
力
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

『『
額
田
城
逍
遥
』
と
い
う
歌
に
出
会
え
た
り
、

額
田
城
逍
遥
』
と
い
う
歌
に
出
会
え
た
り
、

研
修
会
や
講
演
会
で
は
講
師
の
か
た
に
勉
強

研
修
会
や
講
演
会
で
は
講
師
の
か
た
に
勉
強

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
。
こ
れ
か
ら
も
あ

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
。
こ
れ
か
ら
も
あ

せ
ら
ず
に
活
動
を
続
け
て
、
美
し
い
額
田
城

せ
ら
ず
に
活
動
を
続
け
て
、
美
し
い
額
田
城

跡
を
守
っ
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と
原

跡
を
守
っ
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と
原

公
史
会
長
が
話
さ
れ
る
よ
う
に
、
保
存
会
の

公
史
会
長
が
話
さ
れ
る
よ
う
に
、
保
存
会
の

皆
さ
ん
は
今
後
も
力
を
合
わ
せ
て
、
額
田
城

皆
さ
ん
は
今
後
も
力
を
合
わ
せ
て
、
額
田
城

跡
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
後
世
に
伝
え
る

跡
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
後
世
に
伝
え
る

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

市民活動団体を紹介します

����������
��

田
の
城
下
町
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の

田
の
城
下
町
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の

会
報
を
と
お
し
て
額
田
地
区
内
に
額
田
城
跡

会
報
を
と
お
し
て
額
田
地
区
内
に
額
田
城
跡

と
保
存
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
を
発
信

と
保
存
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
を
発
信

し
た
り
、
お
祭
り
な
ど
を
催
し
た
り
す
る
な

し
た
り
、
お
祭
り
な
ど
を
催
し
た
り
す
る
な

ど
し
て
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
活

ど
し
て
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

動
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
に
額
田
城
跡

　
「
こ
れ
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
に
額
田
城
跡

の
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
も
大
切
」
と
皆
さ
ん

の
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
も
大
切
」
と
皆
さ
ん

は
、
額
田
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ

は
、
額
田
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
じ
、
額
田
城
跡
を
地
域
の
子
ど
も

あ
い
を
通
じ
、
額
田
城
跡
を
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

た
ち
に
伝
え
る
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
城
跡
下
の
棚
田
で
の
稲
作
体
験
で
は
、

す
。
城
跡
下
の
棚
田
で
の
稲
作
体
験
で
は
、
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保存会の皆さんの指導で額田小５年生
が城跡下の棚田で田植え体験

花の定植、草取りなどの奉仕作業を平
均月１回実施している額田城跡保存会
の皆さん



２２

問い合わせ 
環境課廃棄物対策係 
２９８－１１１１　内線２５３ 

可燃ごみ（紙類）の排出についてのお願い
　文化遺産の展示までには、調査・収集・整理・保存す
る作業があります。今回は「文化財の保護」についてお
知らせします。

■「文化財保護法」とは？

　昨年、韓国の南大門が放火により焼失しましたが、日
本では昭和２４年１月２６日、奈良法隆寺の金堂に火災があ
り壁画も焼失しました。これにより、貴重な文化財を保
護しようと翌２５年５月に文化財保護法が誕生しました。
　第１条（目的）では、文
化財の「保存」かつ「活用」
により、国民の文化的向上
と世界文化の進歩に貢献し
ようとうたっています。
　 那珂市では、有形・無形・
民俗・記念物等の文化財の
うち、特に価値の高いと思
われるものを指定して保存
に努めています。それらは

『那珂市文化財ガイド』とし
て紹介しています。

■「国民、所有者等の心構え」

　第４条では、この法律の目的達成のためにとられる措
置に対して「国民の誠実な協力」を求めています。また、
文化財の所有者等は、文化財が貴重な国民的財産である
ことを自覚し、保存、
公開等文化的活用に努
めるよう求めてもいま
す。
　なお、これまで保存
してこられた所有者等
のご努力・ご労苦には、
心から敬意を表し感謝
いたすところです。

■問い合わせ

　歴史民俗資料館（那珂総合公園内）

　�２９７－００８０　那珂市戸崎４２８－２

■焼却ごみを減らすため、紙類の分別にご協力をお願いし

ます

　環境センターに持ち込まれる可燃ごみのうち、５０パーセ
ント以上は紙類等で占められ、焼却処理された後、その１０
パーセントが焼却灰として埋め立て処分されています。
　紙類は「資源ごみ」として、新聞紙、ダンボール類、紙
パック、雑誌類を収集しておりましたが、さらに焼却ごみ
を減らすため、下記の紙類を平成１９年７月から「資源ごみ」
として収集しています。分別の上、排出されますようご協
力をお願いします。

■出し方と注意事項

　解けないように、ひも等で十字に束ねてください。（上
記の紙類は、雑誌類と一緒に束ねて排出することができま
す。）
【注意事項】

・新聞紙、ダンボール類、紙パックとは一緒に束ねないで
ください。

・プラスチック、金属等は取り除き、絶対に混入しないで
ください。

・空封筒のうち、窓付き封筒はセロハンをはがしてくださ
い。

・カーボン、ノーカーボン紙は「資源ごみ」になりません
ので、「可燃ごみ」として出してください。

那珂市文化財ガイド

寄託された文書類

【「資源ごみ」として雑誌類と一緒に収集している紙類】

紙製容器、包装紙、紙袋、紙製カレンダー、空封筒、

OA用紙、コピー用紙、ボール紙、書籍、ノート等

紙製容器

紙製カレンダー

包装紙・紙袋

空封筒



広報なか７月号２３

後
台 

小
川　
　

心
絢 

武

平
野 

武
笠　
　

智
那 

義
彦

額
田
南
郷 

山
内　
　

優
奈 

純

菅
谷 

深
谷　
　

晏
志 

悠
太

菅
谷 

松
本　
　

颯 

正
幸

中
台 

石
井　
　

真
優 

明
徳

菅
谷 

飛
田　
　

優
花 

克
也

菅
谷 

齋
藤　
　

菜
 々

省
次

豊
喰 

永
井　
　

優
斗 

明
訓

鴻
巣 

�
木　
　

葵 

勇
也

杉 

綿
引　
　

斗
真 

和
雄

杉 

佐
藤　
　

花
音 

正
人

菅
谷 

笠
原　
　

心
菜 

健
一

菅
谷 

小
川　
　

彰
太 

通
輝

菅
谷 

植
田　
　

翔
吾 

浩
司

杉 

常
田　
　

永
久 

大
樹

菅
谷 

青
木　
　

栞 

隼
一

菅
谷 

大
�　
　

侑
一 

正
一

菅
谷 

山
�　
　

羽
菜 

勇
人

向
山 

小
田
内　

美
空 

裕
一

鴻
巣 

井
上　
　

拓
海 

昌
俊

■材料　２～３人分（１５１kcal）

オクラ ……………２００ｇ（２０本くらい）　　
ゆでダコ …………１５０ｇ　　　　　　　　　
玉ねぎ ……………（みじん切り）１／２個　
にんにく …………（みじん切り）１／２かけ
トマトの水煮缶詰 ……４００ｇ　　　　　　　
赤唐辛子 ………………１本　　　　　　　
ローリエ ………………１枚　　　　　　　
白ワイン ………………大さじ３　　　　　
油 ………………………大さじ１　　　　　
塩 ………………………小さじ１　　　　　
コショウ ………………少量　　　　　　　
　　　　　　
■作り方

①オクラはがくの部分をぐるりとむき除き、
タコは２cmの厚さにそぎ切りにする。

②トマトをボウルに入れて、手で握りつぶ
す。

③鍋に油を熱して玉ねぎとにんにくを炒め、
しんなりとなったらタコ、赤唐辛子、ロー
リエを加えてサッと炒める。

④③にオクラを加えて炒め合わせ、白ワイン
をふってトマトを加える。

⑤煮立ったら塩とコショウで調味し、ふたを
して、オクラが柔らかくなるまで１０分ほど
煮る。
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ヘルスメイトさんが作る健康料理�
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菅
谷 

石
井　
　

優
空 

浩

菅
谷 

村
田　
　

三
來 

将
行

菅
谷 

武
田　
　

星
徠 

正
傑

住
所　
　
　

氏
名　
　
　
　
　
　
　

年
齢

戸 

綿
引　
　

浩 

　

歳
７４

横
堀 

中
庭　
　

房
夫 

　

歳
９３

菅
谷 

市
村　
　

定
雄 

　

歳
７８

下
大
賀 

秋
山　
　

幸
雄 

　

歳
７７

額
田
東
郷 

鈴
木　
　

健 

　

歳
８７

後
台 

山
田　
　

�
も 

　

歳
８６

向
山 

大
森　
　

光
一 

　

歳
７１

向
山 

小
澤　
　

か
ね
の 

　

歳
８９

菅
谷 

長
山　
　

幸
子 

　

歳
８４

菅
谷 

関
根　
　

千
枝
子 

　

歳
５９

中
台 

上
野　
　

節
子 

　

歳
５８

瓜
連 

�
野
谷　

正
美 

　

歳
７０

額
田
東
郷 

片
野　
　

守
一 

　

歳
６９

戸 

�
橋　
　

孝
之 

　

歳
６０

�
�
�
�

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

山
田　
　

裡
子 

一
幸

福
田 

小
貫　
　

由
奈 

謙
二

戸 

横
田　
　

煌
稀 

寛

菅
谷 

佐
々
木　

一
颯 

誉
章

東
木
倉 

小
坂　
　

咲 

淳

額
田
南
郷 

木
名
瀬　

雅
矢 

貴
章

菅
谷 

�
橋　
　

怜
菜 

博
樹

菅
谷 

中
宮　
　

碧 

久
英

菅
谷 

茂
垣　
　

桜
空 

貴
博

中
台 

鳴
戸　
　

智
章 

健
一

鴻
巣 

寺
門　
　

琉
斗 

博
詔

豊
喰 

山
田　
　

綾
眞 

侑
範

菅
谷 

秋
葉　
　

煕
人 

剛
弘

�
�
�
�
�

�

�
��

�
�
�
��

�
�
�

��

���
�
�
�
�

�
�
�
�

戸
崎 

綿
引　
　

ふ
ち
ゑ 

　

歳
８８

門
部 

海
野　
　

�
枝 

　

歳
８２

福
田 

大
須
賀　

泰
雄 

　

歳
６８

鴻
巣 

瀬
谷　
　

悦
雄 

　

歳
７９

戸
崎 

綿
引　
　

登
与 

　

歳
８２

額
田
南
郷 

榎
本　
　

正
三 

　

歳
５０

飯
田 

田
中　
　

ち
よ 

　

歳
８３

中
台 

�
橋　
　

松
夫 

　

歳
７３

鹿
島 

青
山　
　

藤
兵
衛 

　

歳
８３

菅
谷 

�
井　
　

常
幸 

　

歳
５４

横
堀 

星　
　
　

富
雄 

　

歳
６１

額
田
南
郷 

成
田　
　

力
夫 

　

歳
８５

額
田
南
郷 

加
藤　
　

明
美 

　

歳
３０

額
田
北
郷 

根
本　
　

明 

　

歳
７９

菅
谷 

門
馬　
　

正
一 

　

歳
６９

静 

外
澤　
　

ト
ヨ 

　

歳
８７

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

■ビタミン・ミネラルを含んだ野菜を加え
たあったか煮込みは、夏においしい一品
です。またオクラでとろみが出ます。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

東木倉（高齢食部会）

海老沢年子さん
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■市立図書館へ行こう！
　●新着図書のご案内

■���������������
●開館時間

平日　　　　　　　９：３０～１９：００
土・日曜日、祝日　９：３０～１７：００

��������	


�����

�����

�����

������

�������

�������

��������

�������

父・雅俊さん　母・里織さん
７月８日生まれ（門部）

父・武久さん　母・志保さん
７月１１日生まれ（竹ノ内）

父・隆治さん　母・友美さん
７月１３日生まれ（額田南郷）

元
気
に

お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね

な
か
よ
し
姉
妹
で

み
ん
な
を
笑
わ
せ
て
ね

元
気
に
明
る
く
ね

��������� ��

ゆ づき

��������� ���

み ひろ

������������ ���

ゆ り か

����������������
７月 July ８月 August

土金木水火月日

２１
９８７６５４３
１６１５１４１３１２１１１０
２３２２２１２０１９１８１７
３０２９２８２７２６２５２４

３１

���������	

【一般図書】
●「当たるも八卦の墨色占い」
 佐藤雅美／文藝春秋　
●「銀河不動産の超越」森博嗣／文藝春秋
●「謎の転倒犬」柴田よしき／東京創元社
●「RURIKO」林真理子／角川書店
●「恋人たち」野中柊／講談社
●「鐵道心中」岩井志麻子／双葉社
●「義弟」永井するみ／双葉社
●「傀儡」坂東眞砂子／集英社
●「東京島」桐野夏生／新潮社
●「茨の木」さだまさし／幻冬舎
●「やつらを高く吊せ」馳星周／講談社
●「虚夢」薬丸岳／講談社
●「ポジ・スパイラル」服部真澄／光文社
●「斜陽に立つ」古川薫／毎日新聞社
 ほか　　

����������������
��������	��������	
世紀の襲名対決！青春落語ミステ
リー第３弾。東京vs大阪、世紀の大
名跡を賭けた襲名対決に、師匠の梅
寿が危篤で更なる跡継ぎ争いまで勃
発!?騒動に巻き込まれながらも落語
の腕を上げていくツッパリ竜二か
ら、ますます目が離せない！
（集英社ホームページから）
田中啓文／集英社

��������	��������	
��������������
ナポレオンの妻も闘った！女の賞味
期限とナポレオンに離婚された後も
皇后であり続けたジョゼフィーヌ。
踏まれても倒れても、女であること
を武器としながらステップアップを
目指し続ける女の波瀾万丈な人生を
描いた傑作。
（集英社ホームページから）
藤本ひとみ／集英社

土金木水火月日

５４３２１
１２１１１０９８７６
１９１８１７１６１５１４１３
２６２５２４２３２２２１２０

３１３０２９２８２７

休館日
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島
根
県
は
日
本
海
に
面
し
、
そ

の
海
は
と
て
も
き
れ
い
で
心
地

よ
く
、
津
和
野
の
鷺
舞
い
、
浜
田

の
石
見
神
楽
、
近
年
世
界
遺
産
に

指
定
さ
れ
た
石
見
銀
山
、
大
き
な

 
注
連
縄 
で
名
高
い
出
雲
大
社
、
国

し 

め 

な 

わ

定
公
園
の 
日  
御  
碕 
と
数
々
の
観
光

ひ
の 

み 

さ
き

名
所
が
み
ら
れ
、
山
陰
地
方
で
西

の
空
の
玄
関
口
で
あ
る
石
見
空
港

は
故
郷
で
あ
る
益
田
市
に
あ
り
、

観
光
客
の
足
と
し
て
多
く
の
か
た

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
生
ま
れ
た
故
郷
は
国
道
９

号
線
に
面
し
た
小
さ
な
集
落
で

す
。
近
く
に
は
幡
竜
湖
や
、
水
墨

画
で
有
名
な
雪
舟
記
念
館
が
あ

り
、
秋
に
は
万
葉
集
の
代
表
的
な

歌
人
、
柿
本
人
麻
呂
を
祀
っ
た
柿

本
神
社
で
の
お
祭
り
「 
八
朔 
祭
」

は
っ
さ
く

に
、
両
親
に
連
れ
ら
れ
て
毎
年
の

よ
う
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
そ
の
神
社
境
内
か
ら
眺
め
る

こ
と
の
で
き
る
高
津
川
は
見
晴
ら

し
も
よ
く
最
高
で
、
鮎
釣
り
の
解

禁
と
と
も
に
県
内
は
も
と
よ
り
、

県
外
か
ら
も
釣
り
愛
好
者
が
こ

ぞ
っ
て
や
っ
て
き
ま
す
。
今
は
亡

き
親
戚
の
お
じ
さ
ん
も
鮎
釣
り
の

名
人
で
私
は
よ
く
釣
り
に
つ
い
て

い
き
、
河
原
で
塩
焼
き
に
さ
れ
る

釣
れ
た
ば
か
り
の
鮎
の
味
は
格
別

で
遊
び
疲
れ
た
空
腹
を
満
た
し
て

く
れ
し
た
。
鮎
の
甘
露
煮
も
お
い

し
く
お
土
産
に
人
気
が
あ
り
、
柚

子
の
生
産
も
盛
ん
な
益
田
市
は
ポ

ン
酢
、
ジ
ュ
ー
ス
、
柚
子
味
噌
な

ど
も
有
名
で
す
。

　

近
年
で
は
、
温
泉
を
掘
っ
て
町

お
こ
し
を
講
じ
た
美
都
温
泉
が
あ

り
、
お
年
寄
り
か
ら
若
者
ま
で
利

用
客
で
賑
わ
い
、
お
盆
や
正
月
休

み
に
帰
省
し
た
と
き
に
は
必
ず
母

と
と
も
に
ゆ
っ
た
り
と
温
泉
に
つ

か
り
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
故
郷
は
静
か
で
安

ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
場
所
で
あ

り
、
永
遠
に
か
け
が
え
の
な
い
財

産
と
し
て
今
で
も
心
の
奥
に
し
ま

い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
一
度
は
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
日
本
海
で
獲

れ
る
新
鮮
な
お
い
し
い
魚
料
理
も

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

�

七
重
八
重
甲
斐
の
山
路
の
青
嵐 

秋　

野　

三　

峰

二
度
三
度 
西  
行 
な
ら
ず
も
若
葉
滝 

堀　

口　

泉　

流

さ
い 
ぎ
ょ
う

山
門
に
仁
王
の
構
へ
花
の
寺 

眞　

�　

一　

耕

渡
り
鳥
帰
り
て 
夕  
餉 
の
淋
し
さ
よ 

萩
野
谷　

ヨ
シ
子

ゆ
う 
げ

裾
分
け
の
筍
で
ん
と
置
か
れ
け
り 

栗　

原　

冨　

久

黙
々
と
畑
打
つ
友
の
遠
会
釈 

井　

坂　

光　

位

真
っ
直
ぐ
に
天
ま
で
の
び
る
今
年
竹 

塙　
　
　

静　

風

句
座
に 
急 
く
時
の
記
念
日
今
日
と
知
り 

栗　

原　

三　

枝

せ

バ
ラ
の
花
光
り
背
に
し
て
六
地
蔵 

長
谷
川　

和
希
子

ま
せ
が
き
に
あ
じ
さ
い
競
い
見
せ
ば
せ
ん 

鈴　

木　

三　

風

一
人
居
の
閑
静
み
だ
す
朱
の
つ
つ
じ 

眞　

�　

蒼　

月

く
ち
な
し
の 
愛 
し
き
ま
で
の
白
さ
か
な 

飯　

島　

カ
チ
子

い
と

青
嵐
埋
れ
て
遠
き
母
の
里 

木　

内　

晴　

絵

 
濃 
あ
じ
さ
い
移
ろ
い
易
き
人
ご
こ
ろ 

堀　

口　

白　

流

こ

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

【短　歌】ときわ短歌会

銀
ぶ
ら
で
懐
か
し
き
味
探
し
ゆ
く
昔
と
お
な
じ
た
た
ず
ま
い
あ
り 

海　

野　

宏　

幸

追
い
掛
け
て
登
る
小
径
は
い
つ
に
な
く
口
数
多
き
君
が
ふ
る
さ
と 

武　

田　

八
重
子

早
口
の
言
葉
に
挑
む
鳥
の
ゐ
て
寸
暇
を
惜
し
み
ト
ツ
キ
ヨ
キ
ヨ
カ
キ
ヨ
ク 

加　

藤　
　
　

要

孕
み
た
る
狸
の
金
色
ひ
か
れ
た
り
冥
土
で
子
供
と
遊
ん
で
お
く
れ 

仲　

沢　

照　

美

米
寿
過
ぎ
生
き
る
も
楽
で
な
し
と
言
う
叔
母
の
作
り
し
エ
コ
袋
貰
う 

川　

上　

恵
美
子

思
い
き
り
一
人
よ
が
り
に
描
き
し
絵
の
選
の
知
ら
せ
に
心
燃
え
立
つ 

や
ま
と
ち
ず
る

二
時
間
を
並
び
て
拝
む
両
菩
薩
と
が
っ
た
心
な
め
し
て
く
れ
ぬ 

梅　

沢　

悦　

子

出
兵
に
神
の
加
護
を
と
綴
り
た
る
友
の
手
紙
は
海
渡
り
来
し 

山　

屋　

勝　

代

木
の
枝
を
杖
と
し
登
る
八
丁
坂
登
り
き
り
て
は
飴
を
も
ら
ひ
ぬ 

草　

野　
　
　

豊

吹
く
風
に
雨
足
撓
う
真
昼
間
を
傘
傾
け
て
生
徒
ら
帰
る　
　
　
　
　
　
　
　

片　

岡　
　
　

明

����

��������	

��������	
��
����������

ます だ

広兼 聡さん／菅谷

■ふるさと一口メモ
　島根県の最西端に位置し、北は
日本海を望み南は中国山地に至る
山陰と山陽を結ぶ交通の要衝地。
　雪舟や柿本人麻呂にゆかりの地
であり、石見神楽などの伝統文化
資源、水質日本一（同率１位９河
川）を誇る清流高津川、西中国国定
公園の景観美の中心をなす匹見峡
など豊かな自然資源を有する。平
成１９年には「石見銀山遺跡」が世界
遺産に登録された。
　メロン、ぶとう、柚子やわさび等
が栽培され、中国山地の林業、日本
海や高津川の鮎など漁業も盛ん。
人口約５１，７００人

島根県

益田市

▲



 

　
家
業
で
あ
る
農
業
に
就
い
て
今
年
で
４

年
目
。
両
親
と
と
と
も
に
、
じ
ゃ
が
い
も

や
に
ん
じ
ん
な
ど
の
露
地
野
菜
の
ほ
か
米

を
生
産
し
て
い
ま
す
。 

　
農
業
は
や
っ
た
な
り
の
成
果
が
そ
の
ま

ま
自
分
に
返
っ
て
く
る
と
て
も
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
す
。
反
面
、
自
然
が
相
手

の
た
め
力
を
抜
く
こ
と
は
で
き
な
い
厳
し

さ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
分
か
り
や
す
さ
が

ま
さ
に
自
分
に
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。
食
べ
て
い
た
だ
い
た
か
た
か

ら
「
お
い
し
か
っ
た
よ
」
と
言
っ
て
も
ら

え
た
と
き
は
何
よ
り
も
う
れ
し
い
で
す
。

そ
の
一
言
を
励
み
に
、
今
日
も
さ
ら
に
お

い
し
い
野
菜
づ
く
り
を
目
指
し
て
土
と
向

か
い
合
っ
て
い
ま
す
。 

　
後
継
者
同
士
で
協
力
し
あ
っ
た
り
、
情

報
を
交
換
し
た
り
で
き
る
那
珂
市
農
業
後

継
者
ク
ラ
ブ
「
Ｂ
☆
Ｎ
Ａ
Ｓ
」
の
活
動
は

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
経
験
を
積
み
、
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
に
常
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
作

物
を
生
産
し
つ
づ
け
て
い
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
の
私
の
目
標
で
す
。 

　本米崎小学校で６月１７日、琵琶・
尺八奏者として活躍し、那珂ふる
さと大使の長須与佳さんを招きコ
ンサートを開催しました。 
　本米崎小学校で学び、小学４年
生のときに琵琶・尺八と出会った

という長須さん。子どもたちは初
めて見る楽器を前に、プロの演奏
に耳を傾けました。また、「本米
崎小学校賛歌」を聞いたり、尺八
を体験したりと、時が経つのも忘
れる楽しい時間を過ごしました。 

門部　２４歳 

印刷／いばらき印刷株式会社 

ビ

ー

ナ

ス

 




